


































































中の一九一五年（一九二二年にも再版）、彼は英文で The Spirit of the Chinese People（別
名『春秋大義』）を発表するとともに、大戦と東西文明の関係について論じ、中国文化によって
西洋を救うことを高唱した。The Spirit of the Chinese Peopleは辜鴻銘の思想を最も体系的
に述べた著作であるとともに、最も影響力の大きかった彼の代表作でもある。 
一九一〇年代に李大釗によって東西文化論戦の中で The Spirit of the Chinese People
への言及があるものの、「伝聞」情報によるものであった。また一九二〇年代には北京大学で
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都市型知識人の諸相』大阪市立大学大学院文学研究科、二〇〇五年）。The Spirit of the Chinese 
Peopleについての専論は、黄興濤「訳者前言」（辜鴻銘『中国人的精神』海南出版社、一九九六年）、






The Spirit of the Chinese Peopleは欧米、とりわけドイツで好評をもって迎えられたとされ
るが、辜鴻銘の念頭には欧米人による偏った「中国人像」を是正する狙いがあったことは間違
いない。同書のなかでもアーサー・スミスへの言及があることは多くの研究者に注目されていな
い。辜鴻銘は John Smith in China という一節の中でアーサー・スミスに言及している。John 
Smithとは英語圏では最もありふれた凡庸な名前であり、日本でいう山田太郎に当たるであろ
うか。つまりイギリス人を僭称している。一見して分かるように、John Smith と Arthur Smith
は韻を踏んでおり、The Spirit of the Chinese Peopleの英語原文を見るとあたかも「洒落っ
気」の含んだ筆遣いになっている。英語の原文を引用する。 
 
John Smith in China wants very much to be superior person to the Chinaman and 
the Rev.Arthur Smith writes a book to prove conclusively that he,John Smith,is a 
very  superior person to the Chinaman.Therefore,the Rev. Arthur Smith is a person 































The Spirit of the Chinese People（『春秋大義』）は戦時下（昭和十五年）の日本で魚返善
雄によって日本語訳され、『支那人の精神』（目黒書店）と題して出版された。同書には当時の
著名な漢学者たちが序を寄せている。山口察常は「中国の文化を高唱して之を欧米のそれと
比較し、その内容の深遠博大な所以を力説した」とした。諸橋轍次は辜鴻銘の「博学と明敏」
を称賛し、「欧米の支那研究者が自己の業績を過大視している態度を冷笑」している辜鴻銘を
よしとしている。訳者の魚返善雄は「エクセントリックな風格と博引傍証縦横無尽の文体」が
人々の辜鴻銘理解を遠ざけていたと指摘し、辜鴻銘思想の検討については訳者の任ではな
いとし、触れていない。まさしく辜鴻銘思想の検討そのことが今後、私たちに課せられていると
いえよう。 
グローバル化する国際社会の中で東西文化比較論は、いまなお人々の興味をかきたてて
いる。まさしく辜鴻銘がいみじくもいうように「西洋」とはいっても様々であり、「西洋」と「東洋」を
比較するなどそもそも無謀な試みといえよう。無謀だからこそ逆に人々の興味をひきつけるの
かもしれない。ここに取り上げた二冊の中国人論は、東西文化比較の観点から英語を用いて
欧米人を主たる読者と想定して中国人や中国文化について語っている。百二十年ほど前にア
メリカ人、百年ほど前に中国人によって、それぞれ書かれたこの二つの中国人論・中国文化論
は、日本を舞台の一つとして、東西文化や言語の垣根を超え、奇妙に交差しながら、数奇な
運命を辿ったのである。そして今日なお私たちにさまざまな問いを投げかけているのである。 
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